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児童数（１年生：45名　２年生：53名　３年生：50名　４年生：56名　５年生：46名　６年生：51名）　　計301名 
６月１日（月）に、毎年恒例のさつまいもの苗植えを
実施しました。この行事は「全校児童でさつまいもを
育てるという勤労や生産に係わる活動を通して、勤

労の尊さや生産することの喜びを体得する。」「地域の方々や
異学年児童との交流を図る。」ことがねらいとなっています。
特に３学年は、総合的な学習の時間における学習で、さつま
いもについて学習します。そのため、さつまいもの苗植えに先
立ち、３学年では「さつまいも教室」を実施し、さつまいもの専
門家からさつまいもの種類や育て方などについてご指導をい
ただきました。その後、全校児童参加のオンライン配信による
「はじめの会」を実施した後、６年生と１年生、５年生と２年
生、４年生と３年生でペアになっての苗植えとなりました。高
学年の児童が、低学年の児童に、苗の植え方を丁寧に教えて
いる様子を見ることができました。高学年の児童が下学年の
児童の面倒を見る姿は、中根小ではいつも見られる光景で
す。また、地元のときわ会の皆さんにご協力をいただき、苗が
一人一人に行き届くように分けてくださったり、苗がきちんと
植えられるようにご指導をいただいたりしました。児童は、苗
が元気よく育ち、秋においしいさつまいもが収穫できることを
願いながら、苗植えを行っていました。 

　６月５日（金）に、第２回避
難訓練（引き渡し訓練）を実
施しました。今回の避難訓練
は、「大地震などの非常時を

想定した避難訓練（引き渡し訓練）を行うことにより、児童を安全に保護者へ引き渡すこ
とができるようにする。」「地震発生時の避難に対する基本的行動様式を身に付ける。」こ
とをねらいとしています。１５年前の東日本大震災は、多くの児童が学校にいる時間帯に
発生しました。学校内では、日頃から訓練を行っていたことから、適切に避難行動をとるこ
とができましたが、その後の検証で次のようなことが課題として浮かび上がりました。「安
全な下校経路の確保」と「引き渡しのトラブルの防止」です。それらの課題解決のためには、「親子でのシミュレーションの
機会の確保」と「学校と家庭の連携方法の確認」が必要になると考えました。当時を振り返ると、停電により横断歩道の信
号機は消え、道路沿いの塀はくずれ、道路が陥没したり、マンホールが大人の背丈ぐらいまでせり出したりしました。クラク
ションの音が絶え間なく聞こえ、道路上が大混乱となっている様子がわかり、大規模地震直後の車の利用はほぼ不可能で
あることがわかりました。また、当時は、引き渡しカード等がなく、保護者等に安全に引き渡すうえで大きな困難がありまし
た。そのため、引き渡し訓練時は、災害発生時を想定し、危険が予想される箇所を、お子様と徒歩で下校しながら確
認できるよう、徒歩・自転車で来校していただくようお願いしています。また、引き渡しは、確実な引き渡しのため、
保護者または児童の緊急時の引受人（保護者が指定した方）のみとさせていただきました。東日本大震災から長い月日
が流れ、当時の記憶も少しずつ失われているように感じます。年に一度の引き渡し訓練を大事にしていきたいと思います。 

 
 
 

　 ６月23日（火）に４年生は、県中央水道事務所とひたち
なか・東海広域事務組合ひたちなか・東海クリーンセンタ
ーへ社会科見学に出かけました。社会科の学習の一環とし
て、「クリーンセンターを見学することにより、ごみの処理や
再利用について調べ、クリーンセンターで働く人の仕事の
工夫や努力について知る。」「浄水場を見学することによ
り、浄水過程についての理解を深める。」ことをねらいとして行われました。このような学習
のねらいとともに、集団行動時の心構えや、公共施設でのマナーも身に付けられるようにし
ます。児童は、浄水場やごみ処理場等、資料ではすでに調べていることでも、実際に見ると
「写真とは全然違う」と驚きが大きい様子でした。自分たちの生活で使っている水がどこか
らどのように届くのか、また、自分たちが出したごみはどこへ行くのかを、見学を通して理解
できました。浄水場とクリーンセンターのそれぞれの見学後も子どもたちの疑問は尽きるこ
となく、次から次へと職員に質問をしていました。その中で、働く人々の工夫や努力、願いな
どについて答えていただき、資料だけではわからない人々の思いを知り、校外学習後は
「水を大切にしよう」、「ごみの分別をしっかりしよう」と生活に生かそうとする言葉が聞か
れました。

 【目指す児童像】 
考える子　健康な子 
親切な子　がんばる子
よく働く子


